












































平成 30 年度 4 年次対象に実施した「総合表現Ⅲ」
の授業は造形表現、音楽表現、身体表現を専門とする
3教員が担当する授業として次のように展開した１）。
履修生 37 名を 6 グループに分け、グループ活動を重
ねた。


















































第 1段階 2（4/12） 「素材（造形表現）」 「声・音（音楽表現）」 「動き（身体表現）」
3（4/19） 「動き（身体表現）」 「素材（造形表現）」 「声・音（音楽表現）」
4（4/26） 「声・音（音楽表現）」 「動き（身体表現）」 「素材（造形表現）」
第 2段階 5（5/15） ①「手触りの散歩道」を並べ、それをもとに身体、声、音を用いた創作発表
②「オノマトペ譜」を制作
6（5/17） ③「オノマトペ譜」をもとに声、身体で表現



















































14（7/12） 幼稚園 3～ 5歳児を対象として発表する
15（7/19） 振り返り・まとめ
表 1）平成 30 年度授業「総合表現Ⅲ」の内容と展開

















































































































































































































































































































谷川俊太郎 文・元永定正 絵・中辻悦子 構成（2014）
あみだだだ.福音館書店
谷川俊太郎 文・元永定正 絵（2008）いろいきて
る！.福音館書店
元永定正（1999）ぱぴぷぺぽ－いろながれかたちう
ごいて.光村教育図書
おおたか静流（2004）ぴっとんへべへべ.NHKにほ
んごであそぼ -じゅげむ編.ワーナーミュージック
ジャパン
『○の話』中島恵子・山下恵子（2002）音と人をつ
なぐコ・ミュージックセラピー.春秋社. p.27 より
37図形楽譜を用いた総合表現の可能性（和田）
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